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今回の台風 19 号により、本校の生徒も大きな被害を受けました。復旧活動中で今

回のおごっそフェアを開催するかどうかという状況でしたが、イベントを通して

「市民を元気に！」という主催側の思い出開催となりました。おごっそフェアは

例年 1万人以上の人が訪れる大きな食のイベントです。信州中野産の食材を使い、

ユニークな食べ物が多くどれも食べたくなるものばかり。。。シャインマスカット

大福に、一度に 6 店の甘酒の飲み比べができるコーナーなど、どれも目を惹くも

のばかりでした。 

 

大好評！キャラメル味の味噌チーズケーキ？！ 

  

今回「中西カフェ」では、OBでもある小林醤油店さんのお味噌と甘酒を使った

チーズケーキをコーヒーと一緒に販売しました。試作の段階では、味噌の味が

強すぎてしょっぱくなってしまったり、甘酒の味が負けてしまったり、生徒と

協議しながらビスケットに味噌を練り込む案などをあげ、試行錯誤し 

てきました。多くの先生方の協力も経て、ベストマッチな味に辿りつくことができました。当初、我々の目的は珈琲の販

売であったため、チーズケーキを作ることに乗り気ではなかったものの、試作や調理を通して新代のメンバーの仲が深ま

っている事に気づかされました。まさに一つの目標に向かって課題解決していく事で生まれた成果のようでした。そんな

背景から生まれたチーズケーキはおかげ様で、昼には完売！美味しいと好評でした。 

 

今回、初めて参加した 1 年生も、皆、疲れたと言わずに

自ら動いて黙々とコーヒーを作る姿は「バリスタ」そのもの

でした。会計や宣伝担当も、今回の我々のミッションであ

る、1万人越えの来場者に広く多くチラシを配り、活動を知

ってもらうことに大きく貢献してくれました。販売予定の

300 杯とチラシ 200枚を配りきることができました。 

「いい取り組みだよね！頑張ってね！」と声をかけてくださるお客様や、すでに知っている地元の方も豆を購入してく

ださり、リピーターが徐々に増えている事も実感できました。今後は、SDGs やフェアトレードの事などを知ってもらう

ために、演劇部にも依頼して芝居風にしたら老若男女に知ってもらえるのでは？？など考えています。 

10月 26、２７日おごっそフェア 

 

２０１９年 11 月７日発行 長野県中野西高等学校 ユネスコ委員会 

▲２度の行列ができました 
▼３種のチーズケーキ 

▲ プロ顔負けのバリスタ達 



 

 

中野市商工会

議所の「中野のチ

カラ補助金」から、広告や看板、T-シャツ、ステッカーなどにかかった費用

の 9割を支援していただきました。中野市商工会議所青年部の方々には、ミ

ーティングのために学校に何度か足を運んでいただき、地域の方との繋がり

をもつよい機会になりました。オシャレに仕上がった看板は美術の時間に

1-2 の生徒が作成してくれました。 

 

昨年度は、売り上げの一部をユ

ネスコに寄付させていただきま

したが、今年度は、このお金をどのように使うか（寄付するか？）メンバー

と話合っています。過去にチョコレートができる過程でカカオ産地の児童労

働について勉強しました。いまだ公平な価格で取引が行われていないコーヒ

ー農場もあります。アンフェアな取引きが行われるコーヒー農家を元気付け

るために出来ることはないか、そこにお金を使うのはどうかなど話し合って

います。そこにいるあなたも加わりませんか？机に座って知識を得るだけよ

りも、知識を「使って」何かに 1歩踏み出しませんか？メンバーお待ちして

います。進路の決まった 3年生も歓迎です。 

 

＊AO面接でも話題に！＊ 

先日、3年生のコーヒー倶楽部メンバーの 1人がAO受験を

終えました。その際に、面接官の方からこの活動について質問

があり、この活動に賛同し、是非うちの大学でも売ったらどう

かとお話があったそうです。色々な広がり、つながりをもたら

しています。 

 

11 月３日には、なかの音楽祭の一部である JAZZ 喫茶に出店してきま

した。一本木公園内にある旧中野小学校内の雰囲気ある教室の一角で、

JAZZ の音色が響く中コーヒーのアロマを漂わせ、穏やかな心地よい空

間でした。 

中野のチカラ応援事業補助金 

売上金の使い道 

11月 3日 中野音楽祭 

JAZZ喫茶 出店 

▲ゆうがた Get!に出演してきました 

▲1-2 の生徒作 

ESD とは？ 

Education for Sustainable Development 

持続可能な開発のための教育 
 

ＥＳＤは地球規模の課題を自分のこととして捉え、身近なところ

から取り組む（think globally, act locally）ことにより、課題の解

決につながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そしてそ

れによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習

や活動です。 


